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特別損失の計上等に関するお知らせ 

 

 
 当社は 2020 年３月期第３四半期連結決算において、下記の通り特別損失を計上しました。

また個別決算においても特別損失を計上しましたので、合わせてお知らせいたします。 

 

 

記 

 

１．特別損失の概要 

当社の連結子会社で航空運送事業を営む日本貨物航空(株)に関して、航空貨物市況の想

定以上の低迷が継続していることを受け、機体、予備エンジン、部品等の固定資産を対象

に将来にわたる回収可能性等を見直しました。その結果、2020 年３月期第３四半期連結決

算において減損損失として約 157億円の特別損失を計上しました。 

 

２．当社業績に与える影響 

 上記の特別損失は、本日公表した 2020年３月期第３四半期累計期間の連結業績実績及び

通期連結業績予想に織り込まれています。 

 

３．個別決算の開示事項 

当該連結子会社の上記の特別損失計上等による業績の悪化に伴い、2020 年３月期第３四

半期において当該連結子会社に対する貸付金に対し約 192 億円の貸倒引当金繰入額を特別

損失に計上しました。なお当該貸倒引当金繰入額は連結決算上は消去されるため、連結業

績に与える影響はありません。 

以 上 


